
要 旨

ニューラルネットワークを用いた

プラスチック部品監査システムの

性能向上に関する研究

東　幸靖

現在，プラスチック部品は絶縁体であり成形が安易という特徴から，携帯電話やリチウム

電池など様々な電子部品に用いられている．しかし，プラスチック部品に不良品が混在する

ことにより電子部品の故障の原因となる．そのことから，プラスチック部品の監査は人手に

より行われているが，人手による監査は非効率であり，また複数の人間による作業であるた

めに監査精度が一定ではないという問題が存在する．そこで，本研究では，ワッシャー型の

プラスチック部品を監査対象としたプラスチック部品監査システムの開発を行っている．

本論文では，最初にプラスチック部品監査システムの概要について記述し，同軸落射照明

の装着に伴い発生した問題点を解決するため，回転ステージの改良を行う．次に，現状の実

験筐体の問題点について記述し，現状の問題点を解決するために実験筐体の改良を行う．そ

の後，新旧実験筐体を用いての比較実験を実施し，改良の有効性を確認する．さらに目視に

より決定した閾値のニューラルネットワークに対する有効性を確認するため，傷および欠け

を不良品として識別実験を実施する．最後に，改良後の実験筐体を使用し，搬送から識別ま

でを行い，本システムの性能確認を行う．

キーワード プラスチック部品，ニューラルネットワーク，回転ステージ，実験筐体
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